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報道関係者 各位 

 

社会保険庁のオンラインシステム上の記録において受給資格 

期間（２５年）を満たしている者に係る実態調査について 

 

 社会保険庁のオンラインシステム上の記録において受給資格期間（２５

年）を満たしている者に係る実態調査について、別添のとおり、とりまと

めましたのでお知らせします。 

 



平成21年12月25日 

社 会 保 険 庁  

 

社会保険庁のオンラインシステム上の記録において受給資格期間(25年)を

満たしている者に係る実態調査について 

 

１．調査の概要 

 

○ 今回、社会保険庁のオンラインシステム上の記録において受給資格期間（２５

年）を満たしている（７０歳までの期間について、保険料納付を行うことにより

２５年を満たすことができる場合を含む。）が、年金を受給していることが確認

されない６２歳以上の者についての調査を行ったところ。 

 

○ 調査対象     ２，３３８人(注１) 

    ６２歳～６４歳  ２，０１８人 

    ６５歳～６９歳    ２７８人 

    ７０歳～        ４２人 
（注１）平成２１年７月１日に公表した「保険料納付済期間と保険料免除期間とを合算した期間が２５年

に満たない者に係る実態調査」において、調査対象事案を特定するために用いた約４千件の事案（

年金未受給者であって、平成２１年４月１日時点で６２歳以上の者の事案から無作為抽出したもの

）のうち、社会保険庁のオンラインシステム上の情報において、「保険料納付済期間」、「保険料

免除期間」及び「納付可能な７０歳までの期間」を合算して受給資格期間（２５年）を満たすもの

（７０歳までの期間について、保険料納付を行うことにより２５年を満たすことができるものを含

む。）。 

（注２）上記の年齢は、平成２１年４月１日時点。 

 

 ○ 上記調査対象について、オンラインシステム上の記録に基づく調査を行うとと

もに、より詳細な実態把握を行う必要がある調査対象者について、訪問調査を実

施した。 

 

 

２．調査の結果 

 

○ 老齢基礎年金の支給開始年齢に達していない者（※）……… １,０８８人(46.5%) 

    ６２歳～６４歳  ……………… １,０８８人 
※６０歳台前半であって１年以上の厚生年金・船員保険の加入期間を有するが、特別支給の老齢厚

生年金を受給していることが確認されなかった者を除く。 

 

○ 年金を受けている者（※） ……………………………………… ４４８人(19.2%) 

    ６２歳～６４歳 ………………… ３４３人 

６５歳～６９歳 ………………… １００人 

７０歳～    …………………    ５人 

※全額支給停止となっている場合を含む。また、裁定請求中の者を含む。 
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○ 死亡していることが確認された者 …………………………………９９人( 4.2%) 

    ６２歳～６４歳 …………………  ３０人 

    ６５歳～６９歳 …………………  ４４人 

    ７０歳～    …………………  ２５人 

 

 

○ ７０歳までの期間を納付すれば受給資格期間を満たす者 ……２３３人(10.0%) 

６２歳～６４歳 ………………… １８２人 

６５歳～６９歳 …………………    ５１人 

 

【上記２３３人のうち、実態を聴取できた１０９人の状況】 
（[ ]内は、１０９人に占める割合。） 

 

ア）そのことを知っていた者              ９１人［83.5%］ 

【国民年金への任意加入の有無等について】 
○国民年金に任意加入をしている・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５６人 

 ○厚生年金に加入している・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３人 
 ○国民年金に任意加入していない（厚生年金に加入している者を除く）・・・２２人 
 
【任意加入していない理由（上記２２人の内訳）】 
 ○経済的に保険料を納付することが困難である・・・・・・・・・・・・・・１３人 
 ○任意加入してまでも年金を受給する必要性を感じない・・・・・・・・・・・３人 
 ○その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ）そのことを知らなかった者             １８人［16.5%］ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 上記のほか、年金の受給資格期間を満たすにもかかわらず、年金を受給してい

ることが確認されなかった者 ………………………………………４７０人(20.1%) 

 

【上記４７０人のうち、実態を聴取できた２４９人の状況】 
（[ ]内は、２４９人に占める割合。） 

 

ア）受給資格期間を満たすことを知っていた者   ２０９人［83.9%］ 

イ）受給資格期間を満たすことを知らなかった者   ４０人［16.1%］ 

【受給資格期間を満たすことを知らなかった主な理由】 
○年金相談を受けなかった・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８人 

 ○年金制度の知識を持っていなかった・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７人 
 ○その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３人 
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ア．６０歳台前半であって、１年以上の厚生年金・船員保険の加入期間を有す

るが、特別支給の老齢厚生年金を受給していることが確認されなかった者       

３７５人(16.0%) 

     ６２歳～６４歳  ………………… ３７５人 

  

【上記３７５人のうち、実態を聴取できた１８７人の状況】 
（[ ]内は、１８７人に占める割合。） 

 

ア）受給資格期間を満たすことを知っていた者     １５９人［85.0%］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ）受給資格期間を満たすことを知らなかった者     ２８人［15.0%］ 

  

  

 

 

 

 

 

 

イ．６０歳台後半であって、年金を受給していることが確認されなかった者 

８３人( 3.6%) 

     ６５歳～６９歳 …………………  ８３人 

【受給資格期間を満たすことを知らなかった主な理由】 
○年金制度の知識を持っていなかった・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９人 
○年金が出ないと思い込み年金相談を受けなかった・・・・・・・・・・・・・８人 
○年金に関心がなかった・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３人 
○厚生年金の加入期間がないものと思っていた・・・・・・・・・・・・・・・３人 
○その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５人 

【裁定請求をしていない主な理由】 
○これから請求するつもりだった・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８７人 
○在職中であるため・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９人 
○老齢基礎年金と一緒に請求するつもりだった・・・・・・・・・・・・・・１４人 
○支給開始年齢に達していないと思っていた・・・・・・・・・・・・・・・１３人 
○裁定請求することを忘れていた・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６人 
○その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０人 

 

【上記８３人のうち、実態を聴取できた５６人の状況】 
（[ ]内は、５６人に占める割合。） 

 

ア）受給資格期間を満たすことを知っていた者      ４７人［83.9%］ 

 
【裁定請求をしていない主な理由】 

○繰り下げ請求を考えている・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５人 
○これから請求するつもりだった・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２人 

 ○裁定請求することを忘れていた・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５人 
 ○その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５人 
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イ）受給資格期間を満たすことを知らなかった者      ９人［16.1%］ 

 

 

 

 

 

 

ウ．７０歳以上であって、年金を受給していることが確認されなかった者 

１２人( 0.5%) 

     ７０歳～     …………………   １２人 

【受給資格期間を満たすことを知らなかった主な理由】 
○年金が出ないと思い込み年金相談を受けなかった・・・・・・・・・・・・・５人 
○年金制度の知識を持っていなかった・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３人 
○年金に関心がなかった・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１人 

 

【上記１２人のうち実態を聴取できた６人の状況】 
（[ ]内は、６人に占める割合。） 

 

ア）受給資格期間を満たすことを知っていた者       ３人［50.0%］ 

 
【裁定請求をしていない理由】 
 ○裁定請求することを忘れていた・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１人 
 ○年金をもらえなくていいと思い国民年金保険料の納付を途中でやめたし 

今も受給するつもりはない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１人 
 ○個人情報の関係で年金を請求できなかった深い事情がある・・・・・・・・・１人 

 

 

  

  

 

イ）受給資格期間を満たすことを知らなかった者      ３人［50.0%］ 

  
【受給資格期間を満たすことを知らなかった理由】 

○受給資格がないものと思っていた・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２人 
 ○体の具合が悪く年金を受給できるか確認ができなかった  ・・・・・・・・１人 
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３．本調査結果を踏まえた今後の対応 

 

 本調査結果を踏まえ、年金の受給資格期間を満たす方（満たし得る方）に確実に年

金を受給していただくため、以下のような周知・広報等の取組を進める。 

 

（１）年金の受給資格期間を満たしていながら請求を行っていない方に対する「お知

らせ」の送付 

・社会保険庁のオンラインシステム上の記録において、年金の受給資格期間を

満たしていながら請求を行っていない方に対して、請求を促すための「お知

らせ」を新たに送付する。（具体的内容等について検討中） 

 

（２）７０歳までの間の保険料納付により受給資格期間を満たす方に対する任意加入

制度の周知等のための方策の検討 

・社会保険庁のオンラインシステム上の記録において、７０歳までの間に保険

料を納付すれば受給資格期間を満たす方に対して、任意加入制度の周知等を

図るための具体的な方策を検討する。 

 

（３）ご本人にとって年金請求や任意加入制度への加入のきっかけとなる様々な媒体

による広報（政府広報等）の展開 

・年金の受給手続きや任意加入制度を中心とした効果的な広報を展開。（政府

広報の実施、社会保険庁ホームページの掲載内容の工夫等。） 

・市区町村の協力も得て、各市区町村が発行する広報誌に掲載いただき、より

幅広い住民の方々への周知を実施。 

 

（４）市区町村等に対して、社会保険事務所への相談を促していただくよう協力依頼 

・ご本人による市区町村窓口等への相談時に、社会保険事務所に送付している

年金相談マニュアルを参考に、必要な方には、社会保険事務所への相談を促

していただくよう協力依頼。 
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